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日本学術会議



⚫ 天文学・宇宙物理学

委員長：林 正彦、副委員長：山崎典子

⚫ IAU

委員長：渡部潤一、副委員長：生田ちさと

幹事：山田 亨、深川美里

議事録： http://www.scj.go.jp/ja/member/iinkai/bunya/buturi/giji-tenmongaku.html

http://www.scj.go.jp/ja/member/iinkai/bunya/buturi/giji-tenmongaku.html


天文学宇宙物理学分科会報告
(令和元年7月29日開催分)

⚫マスタープラン2020の策定の状況
大型計画：分野の根幹となる、最先端を切り開く計画

「策定の方針」に沿って議論・審査
http://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/pdf/kohyo-24-h181206.pdf

✓ 平成31年1月17-18日のシンポジウムを経て、1月23日
分科会で物理学分野の評価小委員会への推薦を議論・
検討

✓ 平成31年春に物理学分野の評価小分科会にて審査

大型研究計画を内定、重点大型計画の候補に選ばれた
計画についてはヒアリングを実施予定
議事次第・要旨
http://www.scj.go.jp/ja/member/iinkai/kenkyukeikaku/hyouka.html

✓ 2020年1月を目処に学術会議として決定・公表の予定
（それまでの審査は非公開）

http://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/pdf/kohyo-24-h181206.pdf
http://www.scj.go.jp/ja/member/iinkai/kenkyukeikaku/hyouka.html


⚫学術会議「軍事的安全保障研究に関する声明」のフォ
ローアップ
✓天文学会声明「天文学と安全保障との関わりについ
て」に至るコミュニティの意見分布を確認

✓学術会議・科学者委員会でのフォローアップの議論や、
各研究機関の状況を踏まえ、今後も継続的に議論して
いく予定

⚫第25期委員の推薦について
✓連携会員（任期6年）の改選に伴い、候補者となり得る
方々のリストアップに、前回同様、天文学会にもご協力
いただければありがたい

✓地方大学の研究者や女性研究者など多様性を重視して
選ばれる見込み

⚫博士号取得者のキャリアパス調査（速報）

天文学宇宙物理学分科会報告
(令和元年7月29日開催分)



■キャリアパス調査：
回答者属性
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博士号取得者 551

2019年4月23日～8月31日実施
回答者数 557

ご協力ありがとうございました！



●博士号取得直後の職
●現職*

■キャリアパス調査：
任期、職種

0.00% 20.00% 40.00% 60.00% 80.00% 100.00%

大学あるいは研究機関の天文学・宇宙物理学関連の常勤職

大学あるいは研究機関の天文学・宇宙物理学関連の非常勤職

公共天文台・科学館などの天文・宇宙物理の知識を直接生か…

公共天文台・科学館などの天文・宇宙物理の知識を直接活か…

小・中・高の教員の常勤

小・中・高の教員の非常勤

民間企業・民間団体の職

その他
職の種類

現職 博士号取得直後

0.00% 50.00% 100.00%

任期なし（定年までの雇用が可能）

１〜５年の任期あり

６〜１０年の任期あり

１１年以上の任期あり

その他 職の任期
現職

博士号取得直後

大学の教育系や教養系の職
の方が「その他」を選択した報告あり

＊「博士号直後の職＝現職」の方は
現職の数に含まれず。



■キャリアパス調査：博士号取得年による
違いに着目
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博士号取得年と回答者数

大学院重点化（1991-2000）

PD一万人計画（1996-2000）

大学教員
の任期付
（1997）

第二期科学技術基本法
（2001-2005）
「研究費でPD雇用」

国立大学
運営費交付金
1％削減スタート（2006）

就職氷河期（1993-2005）

すばる

first light

（1999）

JAXA発足
（2003）

ALMA

建設開始
（2004）

ALMA

完成式典
（2013）

様々な観点で解析し、
公表に向け準備。



✓キャリアパスに関する実態調査の実施（現状理解と問題把握）
➢ 博士課程終了生の進路調査（2018.06~11）
➢ アカデミックキャリアに主眼をおいた、天文学研究者の実態
調査（2019.04~08）

✓アカデミックキャリアにおけるキャリアパス問題の検討（今後）
➢ クロス集計等、調査結果の解析や同様調査との比較
➢ 調査結果（事実）を踏まえ、コミュニティでの議論を経て、
提言をまとめたい

9

引き続きご協力をよろしくお願い致します！

●キャリアパス問題に関する取り組み




